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The Footstep of Maruyama Kaoru as poet and teacher
水野信太郎
MIZUNO Shintaro
版画－1 山形県岩根沢の詩碑を背にする丸山夫妻
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作品－1 東京海洋大学第一・第二（右奥）観測台
作品－2 旧東京高等商船学校本館（昭和7年竣工）
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作品－3 岩根沢国民学校教員時代の丸山薫夫妻宅
作品－4 同上の旧蚕室2階に残されている「8畳」
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令和の前の前の「昭和」という時代を迎えたころ，わ
が国の歴史に残る詩人たちの群像があった。今からおよ
そ80余年も以前のことになる。その中心は堀辰雄，三好
達治，丸山薫（まるやま・かおる，1899～1974）の3人
だ。先輩格に萩原朔太郎と室生犀星を迎え，若手の同人
には詩人・建築家：立原道造や終生，丸山を慕った津村
信夫などがいた。これが有名な四季派，つまり詩誌『四
季』に集うことになった詩人たちである。
その編集を担った丸山薫は，伊藤博文ほかを支えた官
僚・政治家であった丸山重俊（1855～1911）の実質的な
長男として育つ。小学校へ通うにも，ボディーガードに
よる警固がなされた。だが薫が12歳の時に，島根県知事
であった父は病没する。幸い遺された充分な財産によっ
て，妻と子供たちの暮らしは全く支障がなかった。
熊本出身の父親が赴任していた大分に生まれ，長崎，
東京，ソウル，東京，松江で育つ薫は，特定の故郷をも
てなかった。漂泊の生い立ちと，そのことによる不確か
さが，彼に海への夢を芽生えさせ，のちに詩人の道を指
し示す。憧れの東京高等商船学校に学ぶも，すぐに病を
得て中退する。やがて第三高等学校（京都大学の前身）
を卒業して，東京帝国大学の文学部国文科へ入学した。
丸山薫が船員を夢見て学んだ学校を訪ねた。作品－1
が東京高等商船の第一観測台：経緯儀室（左側2階建）
と第二観測台：子午儀室（右奥の平屋）である。いずれも
明治36年に竣工している。彼の入学が大正7年だから，
これらの煉瓦造建築に囲まれて青春の日々を送った。
作品－2の同校本館は後年の昭和7年完成。全くの偶
然だが，同年に丸山が『帆・ランプ・鷗』を上梓する。
薫が『四季』に参加するのは翌々年の9年春である。
東京で文学活動を続けていた丸山薫は，第二次世界大
戦末から戦後の3年余り（同20年～23年），山形県の山
深い岩根沢国民学校（小学校）で教師生活を経験する。
場所は月山の南東麓だ。海の詩人として歩み始めた薫に
とって，意外な山中での暮らしであった。しかも，それ
まで中央公論社の特派記者以外には定職に就いた事のな
かった彼が，山形において新しい境地を得る。子供たち
からの新鮮な視点や感覚である。その教師生活は作品－
3蚕室の2階南東隅の8畳（作品－4）で営まれる。
21年，山形で77歳の母親を見送った。その死を詠った
詩により，海外では彼は母の傘：マザーズ・アンブレラ
の詩人として知られる。母・竹子は，田原（愛知県田原
市）藩士の娘である。この縁で，夫・重俊の他界後は豊
橋で遺児たちを育てる。薫夫妻も戦後，山形から豊橋へ
帰り，やがて大学教授として文学活動を続けた。彼が教
育に携わった愛知大学旧本館（作品－5）は，もともと
明治41年8月に建てられた第15師団司令部である。上海
にあった日本の旧制大学として知られる同文書院の教授
陣が創設した愛知大学の記念館として活用されている。
時代は遡るが，丸山薫は萩原朔太郎（はぎわら・さく
たろう，1886～1942）から特に親しくされた。裕福な医
師の長男でありながら生活力のなかった萩原は，初代総
理大臣側近の父を持つ薫が妻の稼ぎで暮らしている実情
に，自分の身上を重ねたのであろう。愛知県知立出身の
三四子（みよこ，3月4日生まれに因む，1907～1995）
夫人は美貌の若妻で，マネキンとして働きながら丸山家
を支えた。薫が教員になる前の東京時代である。
子供に恵まれなかった丸山夫妻は，いま愛知県豊橋市
牛川町字西側16番地の 忠山（しちゅうさん）正太寺
（しょうたいじ）に眠っている。訪ねた青空の日は，二
人の俗名だけを刻んだ明快な墓碑が温かい日差しを浴び
ていた。同寺の先代住職（14世・大河戸秀生）が，薫の
「豊橋における一番弟子」であったという。
作品－5 薫が教授として勤務した愛知大学旧本館
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